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口絵
写真 1　サカパオ 1 洞窟開口部付近からの景色
写真 3　サカパオ 1 洞窟内部
写真 2　サカパオ 1 洞窟内ハンドステンシル
南スラウェシ，マロス ‐ パンケップ洞窟遺跡群サカパオ１洞窟
　サカパオ 1 洞窟（Leang Sakapao 1）はインドネシア・スラウェシ島西南部のマロス‐パンケッ
プ（Maros-Pangkep）カルストに分布する洞窟遺跡群の一つである。
　サカパオ 1 洞窟はパンケップ県東部に位置する。開口部はカルスト地形をなす石灰岩山地の
中腹にあり，水田などとして利用されている平地から約 70 ｍの高さがある 1)。開口部付近か
らは向かいの山地や水田を見渡すことができた（写真 1）。洞窟内部は比較的広く，奥行 27.5m
幅 9.5m 高さ 3m と報告されている 2)。
　梯子が設置されている開口部 3) の他に，石柱で仕切られた崖側にも開口部があるため，洞窟
内は中央付近まで光が届く。内部の地形は比較的平坦で，奥に向かって緩やかに傾斜していた
（写真 3）。
　洞窟の中央付近には過去の発掘の跡が残されている。スマントリ（Sumantri）らによる発掘
調査の結果からは，この洞窟が約 30,000 年前から約 20,000 年前に利用されていたことが示さ
れた 4)。
　梯子近くの開口部付近には珪質岩製の剥片や巻貝が見られた。さらに洞窟の内部の天井面，
壁面にはイノシシに似た動物の壁画と手形（ハンドステンシル）が見られる。これらの壁画は
開口部付近よりもむしろ，洞窟深部の暗い部分によく残っていた（写真 2）。
　サカパオ 1 洞窟の付近にはより小規模なサカパオ 2，3 洞窟があるが，これらの洞窟からは
壁画が見つかっていない。サカパオ 2，3 洞窟は地域住民に藁の倉庫として利用されていた。
　平地の一角には珪質岩が集積している場所があり，剥片，割片のほかノッチと思われる石器
類が見られた。現在水田が広がる平地は石器の製作の場として利用されていたと考えられる。
また，付近には珪質岩をノジュール状に含む石灰岩の露頭が確認された。石器の原料となる珪
質岩の露頭，石器の製作趾，遺物が残る洞窟が残っていることは，洞窟を利用していた人々が
ランドスケープを有効に活用していたようにも考えられる。しかし，珪質岩の露頭が小規模で
あること，石器製作趾の年代が不明であることから，各遺跡の関連を明らかにするにはさらな
る調査が必要である。
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